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玉木 ･伊藤研究室 (物理)

ロシア藩で有名な玉木英彦教授は､.昔は理研の仁科研究室で素粒子 ･宇宙線

等を研究しでおもれまこしたが.教拳学部へ来 られてか..らは放射線生物物理学を

始められま'したOと･はいっても､予算は少 く､協力者 も.十分でな頻ったので,

折角の先生の構想も充か恵か実 i)ませんでしたO 最近i立教大学か ら伊藤隆氏

を迎えることができ-i助手に猪原幸T一氏が発令にな,り,i･.いすも?iよ本格的な生物
物理の研究が始 まると皆で期待~しているところです.O伊藤氏,.は生物学科の､出身

で､立教から東大への転任で月絵が激滅 したということですO伊藤免に書いて

頂いた紹介を以下たのせますO (覇者)

〔研究室員〕 教 授 玉 木 英 彦

助教授 伊 藤 隆

卜 助 手 猪 原 幸 一

〔研究計画〕

生物物理学は大きくわけると,生体物性論､分子遺伝学､分子生理学､細泡

生物物理と生体機能論のようになるが､車でも生体物性論は全体の基礎を形づ

くるべきものと考えられる｡いっの日か本当にそうなること妄期待 しているが､

現状では､その間の結びつきには双方の側か らの大月旦なアプローチが当分続 け

られなければならないoたとえば､かなり進んでいるといわ､れる分子遺伝の分

野でも,遺伝蜜が変化して起るとされる突然変異に対して､核酸における分子

的顔傷が対応するだろうといわれ出したのはこの一 ･二年であるO

そして_これは賓に､モデル系などを用いて､分子学的研究､粒子線による

研究､光との相互作用による研究などの成果によって裏付けされることが是非

とも必要である｡

私達の生物物理グJL,-プは,いわば､スター トしたところであるが､おかし

ないい方になるが生の生食現象との関連に常に留意しながら､上に-述べた基礎

的な実験を進めてい くことを日ざしているoLたがって,扱う対象 も,塩基 の

ようなものか ら.核酸のようなポl)マ-､ヴィールス,生細胞にまで及ぶ はず

であるし､方法も放射線物理､光物性などの分野での技術も含めて多岐にわた
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る｡

さしあたり､億エネ}L,ギーの電子線 ･寒空紫外などによる､核酸などのモデ

ル系,あるいは､乾燥細胞における実験を行ってデータを蕃療すること,色素

と核酸の複合糸を用いて舷酸におけるエネルギー移動の研究などを準備してい

るO幸いに､ ここで扱う現象は､生命の複雑さの中で.他にくらぺて､重なり

オー トノマスなものであり､物理的な意味での番々のプロー ブとの相互作用も､

その本性上､直接的であるQしかし､相手が思ったより手償いことはこれ まで

繰返し経験してきたことである｡他の分野の方からのアドヴアイスや大学院 レ

ペノレでの研究の参加も大いに望んでいる｡
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